追随を許さない短納期・低価格の旋回ベアリング・シリーズの販売で経営革新
～ニーズを掴むビジネスモデルでニッチ・オンリーワンを築く～
大阪産業経済リサーチセンター  主任研究員  廣岡  昭彦
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旋回ベアリングの専門商社
泉州ベアリングサービスは、昭和42年に現社長の竹中康仁氏の父が、ベアリングの販売店として個人で立ち上げた会社です。平成21年に現社長が事業を引き継いだのを機に、株式会社泉州ベアリングサービス（以下、同社）となりました。現在は、旋回ベアリングを専門に扱う商社として、各種メーカーなどからの注文に応じています。
旋回ベアリングは、径の異なる一対の鉄のリングの間にベアリング（鋼球）が並んだ形状をしています。一対になったリングの一方を本体に固定して、もう一方のリングを稼動させる側に固定して、そのリングの片側に刻まれた歯車を動力で動かすことでベアリング上を転がり、本体を静止させたまま旋回状に動きます。工場や建設現場などで、クレーンが物を釣り上げながら回転しているのを見かけることがありますが、あの回転を支えているのが、旋回ベアリングです。建設、製造、
          旋回ベアリングの構造
 医療、運輸といった多様な分野の機械やロボットなどに使われています。
旋回ベアリングは、大きな荷重がかかった状態でも滑らかに回転する必要があり、高い品質と耐久性が要求されます。加えて、組付け部品であることから、納期は短くかつ厳守することが求められ、さらに購入時には価格も重視されます。
受注生産が業界常識の旋回ベアリング
国内の製造拠点の海外移転が進んだことで、１つのサイズの旋回ベアリングを大量に使うような機械の製造拠点も、海外移転が進みました。そのため、国内では、ロットサイズの比較的小さな注文が主になっています。
旋回ベアリングのメーカーの中には、規格品として販売しているところもありますが、リングの寸法の他、旋回ベアリングをボルト等で取付けるための穴や注油穴の位置が、組付ける側に合わせる必要があるため、規格品であっても在庫はしていません。
商社では、旋回ベアリングを専門に販売するところは少なく、多くはベアリングを扱う商社が販売しています。在庫のある商社は皆無に近く、注文があればメーカーに取次いでいます。
こうした状況から、旋回ベアリングは、受注生産というのが業界の常識で、価格も高く、納期が長くなってしまうということが当たり前でした。
受注生産でありながら短納期・低価格を実現
多様な機械に取付けられる旋回ベアリングには底堅い需要があります。しかし、一方でロットサイズの小さな注文を受けるメーカーや商社は数が少ない上に、納期や仕様に応じてくれる業者を探すのは難しく、ユーザーは業者を探して奔走していました。
旋回ベアリングの専門商社である同社にも、多数の引き合いが寄せられたものの、受注に至らないことも度々ありました。その理由は、「納期が間に合わない」「価格が高い」ということでした。ユーザーの注文に応じてメーカーに発注する、同社のやり方は他の商社と同じで、同社もニーズに応えられなかったのです。
旋回ベアリングの専門商社である同社にとって、他社が応じられないニーズに応じてこそ、他社に対する強みになる。そう考えた社長は、短納期かつ低価格化を実現するための経営革新に取り組みました。
平成23年度に同社が申請した経営革新計画のテーマは、「旋回ベアリングの標準化による供給効率化」でした。旋回ベアリングのサイズを数種類に規格化し、一定の在庫を持つことで、短納期と低価格の両方を実現しようとしたのです。仕様に合った商品を求めるニーズに対して、商品を規格化するのは、一見、ニーズに応えられないように思えます。しかし、その取組こそが同社を経営革新へと導くものでした。
計画は、在庫する商品を絞り込むため、過去の受注や見積の仕様から、旋回ベアリングの寸法を拾い上げることから始めました。しかし、拾い上げた寸法は、当然ながら、ばらついています。そこで、寸法を一つひとつ整理し、代用可能なものをまとめ、最終的に８種類まで絞り込みました。
ただ、それだけでは、商品在庫を持つことはできません。取付用や注油用の穴を注文後に加工しなければならないからです。同社は、仕入先である旋回ベアリングのメーカーに、穴加工をする前工程の半製品で販売してもらえるように協力を求めました。メーカーは、この要請に応じてくれただけでなく、半製品の保管もしてくれることになり、受注があり次第、加工に取りかかれる体制ができました。これらによって、受注生産では生産期間に３ヶ月程度を要していたのが、わずか２週間程で受注先に届けられるようになりました。
一方で、メーカーへの１品種当たりの発注量を増やすことで、販売価格を引き下げることもできました。
経営革新計画で目指していた「短納期」「低価格」を実現するビジネスモデルを構築した同社は、「汎用シリーズ（短納期／カスタマイズ）Ｊシリーズ」として、新たな商品シリーズを立ち上げました。
新シリーズとしてラインアップされた
『Ｊシリーズ』
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ニーズを掴んでニッチ・オンリーワンに
こうして供給体制を整えることができましたが、いざ販売するとなると、８種類しかない寸法展開をユーザーに受け入れてもらえるのか不安でした。仕様に合わせて造るという旋回ベアリング業界の常識に逆らうことになるからです。
しかし、そうした不安は、販売を始めて直ぐに払拭されました。受注生産品に比べて、短納期で割安なことに加え、１台だけの注文にも即座に応じたことから、ユーザーの中にはＪシリーズの組付けを前提に機械を設計、製造するところもみられるようになりました。今のところ納期と価格で競合する企業はなく、ユーザーから値下げを要求されることもなくなりました。
Ｊシリーズは順調に滑り出し、新しい取引先が増え、それにともなって受注生産品の注文も増えています。その結果、経営革新計画で設定した売上高、利益率を上回る実績をあげています。旋回ベアリングの市場の中で、小ロット、短納期、低価格の市場セグメントで、他社の追随を許さないニッチ・オンリーワンの地位を築くことができました。
さらなる成長軌道へ
今後、同社は、営業強化によってＪシリーズを業界で一層浸透させるとともに、商品種の拡大でより幅広いニーズを取り込み、さらなる成長を目指しています。
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